
令和７年度大船渡市社会教育委員定例会議 

 

日 時：令和８年３月 25日（水）午後２時 

場 所：大船渡市役所 地階大会議室    

 

次    第 

 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 紹  介 

４ 議長及び副議長の選任 

５ 報  告 

報告第１号 令和７年度生涯学習事業の実施状況について 

６ 協  議 

⑴ 議案第１号 令和８年度社会教育関係団体への補助金交付について 

⑵ 議案第２号 令和８年度生涯学習事業計画（案）について 

７ そ の 他 

８ 閉  会 

 

 

 

 



 

大船渡市社会教育委員名簿 

任期：令和６年４月１日～令和８年３月 31日 

№ 氏  名 区  分 所 属 等 備  考 

１ 鈴 木 直 樹 学識経験者   

２ 鎌 田 志穂子 学識経験者   

３ 佐々木 康 人 学識経験者  Ｒ６.４.23～ 

４ 今 野 利恵子 学識経験者  Ｒ６.４.23～ 

５ 大和田 洋太郎 学識経験者 大船渡市地区公民館連絡協議会 Ｒ７.６.25～ 

６ 藤 原 り つ 学識経験者 大船渡市各種女性団体連絡協議会 Ｒ６.４.23～ 

７ 水 野 いり子 学識経験者 国際ソロプチミスト大船渡 Ｒ６.４.23～ 

８ 熊 谷 ナオコ 学識経験者 大船渡保育会 Ｒ７.６.25～ 

９ 佐々木 好 子 社会教育関係者 大船渡市地域婦人団体連絡協議会  

10 千 葉 賀 子 社会教育関係者 大船渡市芸術文化協会 Ｒ６.４.23～ 

11 梅 澤 聖 史 社会教育関係者 大船渡市ＰＴＡ連合会 Ｒ７.６.25～ 

12 佐 藤 公 枝 家庭教育活動者 大船渡市立公民館運営審議会 Ｒ６.４.23～ 

13 高  室     敬 学校教育関係者 赤崎小学校長 Ｒ６.４.23～ 

14 村 松 正 博 学校教育関係者 東朋中学校長 Ｒ６.４.23～ 

〈順不同〉 
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２．計画の体系 

 

      【施策の基本方向】          【基本事業】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※       社会教育関連事業 

【基本方針】 

２ 計画の体系 

２ 生涯学習の推進 

１ 学校教育の充実 

３ 生涯スポーツの振興 

４ 地域の歴史・文化資源の継承 

 
 
 
 
 
 
 
 
豊
か
な
心
を
育
む
人
づ
く
り
の
推
進 

⑴ 学習環境の充実 

⑵ 学習機会の拡充 

⑶ 学習活動の促進 

⑴ 確かな学力の育成 

⑵ 豊かな心の育成 

⑶ 健やかな体の育成 

⑷ 教育環境の充実 

⑸ 地域に開かれた魅力ある学校づくりの 

推進 

⑴ スポーツ環境の整備・充実 

⑵ スポーツ・レクリエーション活動の推進 

⑴ 文化財の保存と活用 

⑵ 伝統文化の継承 

 大船渡市教育振興基本計画（令和３年度～令和７年度）の体系 



担　当 実施時期

生涯学習課 通年

目標

R7 R5 R6

90.0% 83.2% 80.6%

85.0% 83.5% 86.3%

総　　括

実　績

｢知・徳・体｣の調和が図ら
れ、人間性豊かに成長する

市内小中学
校児童生徒

報告第１号　令和７年度生涯学習事業の実施状況について

施策１　学校教育の充実

｢学校に行くのが楽しい｣と答えた児童の割合（全国学
力・学習状況調査）

｢学校に行くのが楽しい｣と答えた生徒の割合（全国学
力・学習状況調査）

　令和２年度で終了した補助制度（被災者支援総合交付金）に代わり、令和３年度から新たな補助制度
（学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金）を活用することで、今年度も地域学校協働本部事業を継
続することができた。
　スクールガード配置事業においては、11校にスクールガードを配置し、徒歩通学の児童・生徒の登下校
時の安全を確保した。
　学校支援事業においては、希望のあった13校に地域コーディネーターを配置し、地域住民のより積極的
な地域学校協働活動への参画を促した。また、学校のニーズに合わせ、14校に地域ボランティアを配置
し、学校支援を実施した。
　教育振興運動に係る活動は、学校運営協議会と地域学校協働本部とが一体となって行った。

　＜課題＞
・地域学校協働活動を持続的に推進するための、地域と学校をつなぐコーディネート人材の配置及び地域
　人材の安定的確保

基本事業
　(5)地域に開かれた魅力あ
る学校づくりの推進

イ　地域学校協働活動等の推進
　・地域学校協働本部を設置し、地域住民の経験等を地域社会に生かし、学校と地域を結
　　びつける人材を育成
　・地域学校協働本部は地域密着型の活動拠点として、学校支援や学習支援など教育活動
　　に参画し、学校を核とした地域づくりを推進
　・地域の協力により多様な体験・活動を充実し、児童生徒が安全に過ごせるように支援

主な取組事項 取　組　内　容

地域学校協働本部事業

スクールガード、地域コーディネーター及び地域ボランティアの
配置による学校支援
・スクールガード（11校に38人配置）
・地域コーディネーター
　（13校に11人、生涯学習課に１人配置）
・学校支援活動地域ボランティア
　（図書支援：14校に19人、金管指導：１校に２人配置）
・学校運営協議会活動への支援による教育振興運動の推進

施策１　学校教育の充実

対　象 意　　　　図 成　果　指　標
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担　当 実施時期

４～６月

通年

通年

通年

生涯学習課
図書館

随時

通年

通年

博物館 通年

地域公民館整備事業費補助
事業

地域公民館の新築、修繕等に対して補助金を交付
・修繕４棟（小田、上木町、吉野町、御山下）

施設・設備の維持管理
施設・設備の修繕、各種維持管理業務の委託、常設展示（荒れ狂
う海　津波コーナー西側）改修

基本事業
 (２)学習機会の拡充

ア　魅力ある学習プログラムの提供
　・社会の変化に伴う課題や市民の多様なニーズを把握し、魅力ある学習プログラムを提
　　供
　・生涯学習関連情報を収集・周知
イ　世代に応じた講座等の実施
　・子育て世代を対象に、家庭教育や子育てに関するセミナーを開催
　・若者の郷土愛や地域の絆を醸成し、青少年の体験活動などの機会を提供
　・高齢者学級等の充実
ウ　施設の特色を生かした学びの提供
　＜中央公民館＞
　・連携協定を締結している大学や地域の各種団体との連携、リカレント教育の視点を取
　　り入れ学習ニーズや地域課題に対応した各種講座の開催
　・学びを支える人材の育成と指導者の充実
　＜図書館＞
　・各世代を対象とした多分野の企画展の企画運営
　・低年齢層を対象とした読み聞かせ会の開催
　・移動図書館車で市内を巡回
　＜博物館＞
　・各分野の企画展や体験ワークショップの開催、市ホームページで収蔵品を公開

施設の維持管理業務の民間
委託

中央公民館

カメリアホール・三陸公民館の維持管理業務を指定管理者に委託

施設・設備の整備
カメリアホール・三陸公民館・地区公民館の施設修繕等
・カメリアホール高圧受電設備（キュービクル）交換
・三陸公民館１階事務室・応接室エアコン設置

施設・設備の維持管理 市民文化会館・図書館の修繕等

図書館資料の収集、整理保
存

図書館資料の受入・蔵書点検

各種図書館サービスの実施 レファレンスサービス、複写サービス等

基本事業
 (１)学習環境の充実

ア　生涯学習活動の推進
　・社会教育施設や市民文化会館、学校等を活用した生涯学習活動を推進
　・各施設の更なる利用促進
イ　社会教育施設・設備の整備
　・市民の多様なニーズに対応した社会教育施設・設備の充実
　・老朽化した社会教育施設の適切な維持管理
　・生涯学習活動の核となる市立公民館の学習環境の一層の充実
　・地域公民館の新築・改修等に係る支援の実施
　・指定管理者と連携し、市民サービスの向上と効率的・効果的な施設運営を図る
　　とともに、市民の読書傾向等を踏まえ、多分野にわたる蔵書形成（図書館）
　・市民への資料の提供や紹介等、レファレンスサービスを充実（図書館）
　・国指定文化財や各種資料等の収集・適正な保存を図り、企画展示等による利用促進
　　（博物館）

主な取組事項 取　組　内　容

地域社会教育振興事業費補
助事業

生涯学習課

市内11地区公民館に対して運営費補助金を交付

施策２　生涯学習の推進

図書館
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担　当 実施時期

各課・館 通年

５～12月

９月

５～12月

６・11月

７・12月

12月

11・12月

通年

通年

12月

通年

随時

年２回

通年

通年

通年

図書館 随時

博物館 随時

博物館 通年

子どもたちの自主的な活動の促進と健全育成のため様々な体験学
習の機会を提供（７月：18人、12月：28人）

博物館教育普及事業

地質観察会（６月：34人）、釣針製作会（８月：釣針づくり19
人、10月：釣り体験12人）、博物館講座（11月「長谷寺の文化
財」36人・令和８年２月･３月「葉脈標本づくり」22人）、博物
館スクール（随時：４校107人）

職場体験・見学等の受入

中学生・高校生等の職場体験の受入（９月：５人、11月：１
人）、小学生生活科等の見学の受入（９～11月：205人）

中学生・高校生の職場体験、大学生の博物館実習（８月:１人、
９月:１人）、学校等の団体利用の受入

おはなしパレード
未就学児・児童等を対象とした絵本の読み聞かせ等のおはなし会
の開催（月２回）

ブックスタート事業
７カ月児健康相談の際、絵本をプレゼントするなど、乳児期から
の本と触れ合う機会の提供

おたのしみ親子劇場
子どもと保護者を対象とした読書ボランティアと人形劇グループ
による公演（12月：110人）

図書館資料の展示
読書週間等との連動や、市各部署・各団体等と連携するなど、時
宜に応じて多分野にわたる企画図書展等の開催

「読書週間」等連携事業
「読書週間」「こどもの読書週間」「岩手の読書週間」の開催に
併せ、連携事業を実施

読書推進事業 指定管理者による読書推進等自主事業の実施

図書館

講座等読書推進関連事業 市民ニーズを踏まえた講座等の開催

図書館資料の供用 図書の閲覧、貸出

移動図書館車の巡回 小中学校及び遠隔地住民等への図書館サービスの提供

ふるさと教育講座

中央公民館

中学校生徒を対象にふるさとに対する愛着心を培い、将来、大船
渡に定住してもらえるようにするため、ふるさとの良さや大船渡
の自然等に関する講座を開催（参加：487人）

市民ＩＴ講座
ＩＴ活用力の強化及びＤＸの推進を図るため、初級者向けスマホ
講座を開催（参加：23人（２回開催））

家庭教育学級・英語スクー
ル

基礎的な英語の学習や異文化交流を親子が共に体験し、自己肯定
感や自立心を高め、社会を生き抜く力を育むことを目的とし開催
（６月：12組24人、11月：13組26人）

主な取組事項 取　組　内　容

生涯学習情報の提供 いきいきカレンダー、市ＨＰ・広報紙・ＬＩＮＥ・Ｘによる提供

生きがいセミナー
高齢者の生きがいや教養の向上に資するため学習会を開催（参
加：1,089人（53回開催））

市民講座
大学等と連携し、市民の学習ニーズや地域課題に対応した講座を
開催（参加：32人（１回開催））

家庭教育学級
こども園等で、子どもの成長期における家庭や地域が果たす教育
的役割や、課題等に関する学習機会を提供（参加：236人（４回
開催））

青少年体験学習事業
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担　当 実施時期

４～６月

９～12月

９月

４～３月

目標

R7 R5 R6

市民
主体的に学ぶことを通じて
自己実現を図る

基本事業
 (３)学習活動の促進

ア　学習活動の支援
　・生涯学習活動指導者の育成、確保
　・学習成果を生かし自主的な活動ができるよう支援し、学習成果の発表機会を創出
　・地区公民館長や地域公民館長を対象とした研修を実施
　・生涯学習情報紙の発行やインターネットの活用等により、生涯学習情報を発信
　・市民活動団体、高等教育機関や企業等との連携促進
イ　文化芸術活動の促進
　・文化芸術活動の活性化や人材育成を支援し、情報収集・発信を実施
　・新たな参加団体を掘り起こしながら市民芸術祭を実施
　・小・中学校に芸術家などを派遣するなど文化芸術に親しむ機会の充実
　・地区公民館における文化祭の開催を支援
　・各種文化芸術行事の企画・実施に、市民や市民活動団体の参画を促進

主な取組事項 取　組　内　容

社会教育関係団体活動支援
事業

各種社会教育団体等への補助金（負担金）交付

生涯学習課
市内中学生を対象に「仙台フィルハーモニー管弦楽団演奏会」を
開催

市民芸術祭 総合ステージ、各種部門の舞台発表、展示等を開催

｢過去１年の間に何らかの生涯学習活動を行った｣と答え
た市民の割合（市民意識調査）

40.0% 19.3%

｢生涯学習活動で学んだ成果を生かしている｣と答えた市
民の割合（市民意識調査）

60.0% 53.9% 45.8%

実　績

20.1%

児童生徒芸術文化鑑賞

市民文化会館自主事業 クラシックコンサート等、舞台公演を中心に実施

総　括

　社会のデジタル化やＤＸの進展に伴い、地域においてもＩＣＴ活用の重要性が高まっている。公民館で
は高齢者向けスマートフォン教室など一定のニーズがあるＩＴ関連の講座を継続しつつ、上記実績を踏ま
え、より多様なニーズに応じた学習機会の提供を図る必要がある。
　文化芸術活動については、コロナ禍以前に近い規模で市民芸術祭を開催することができ、市民の創作意
欲、活動意欲を高めることができた。
　また、市民文化会館自主事業においても、計画どおり実施できており、市民の文化芸術の振興と施設の
利用促進が図られた。

＜課題＞
・多様なニーズに対応した魅力ある学習プログラムの提供及び各施設の利用促進
・生涯学習環境や情報の充実
・文化芸術活動の促進のための人材育成

施策２　生涯学習の推進

対　象 意　　　　図 成　果　指　標
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担　当 実施時期

10月

12月

３月

３月

通年

通年

担　当 実施時期

７～11月

６月～

５月～

１月

通年

通年

９月

年数回

各種研修会参加事業

施策３　生涯スポーツの振興

基本事業
　(１)スポーツ環境の整備・充
実

・市民に安全かつ気軽にスポーツ・レクリエーションに親しんでもらう環境づくりを推進
　する。
・スポーツ施設の適切かつ効率的な運営と利便性の向上を図る。

主な取組事項 取　組　内　容

生涯学習課

市民体育館階段天井部電気機器修繕

スポーツ施設等管理運営業
務委託

市内スポーツ13施設：(一財)大船渡市スポーツ協会

学校体育施設開放事業

市民体育館東側トイレ前天井修繕業務
施設整備事業

山村広場ほか支障木伐採

市民体育館１階間仕切建具修繕

基本事業
　(２)スポーツ・レクリエーショ
ン活動の推進

・一般財団法人大船渡市スポーツ協会やスポーツ推進委員、学校体育関係団体などと連携
　して、スポーツ・レクリエーションの推進体制の整備、充実を図るとともに、指導者の
　養成、確保に努める。
・ニュースポーツを取り入れた交流会や講演会、教室などを開催するとともに、各種ス
　ポーツ大会の開催支援やイベントの誘致などを推進する。
・各種スポーツ大会などの開催に当たっては、交流人口の拡大にも配慮して取り組む。

生涯学習課

柔道、グラウンド・ゴルフ、卓球など15種目程度の競技を開催

陸上競技やグラウンド・ゴルフ、テニス、柔道のほか、スポーツ
体験会など11教室程度を開催

大船渡アスリート応援団

当応援団公認アスリートに対するＳＮＳを活用した応援のほか、
公認アスリートによるスポーツ教室、佐々木朗希選手の応援のぼ
り旗等応援グッズの製作、大船渡アスリート応援団特別展・佐々
木朗希選手応援寄せ書き、パブリックビューイング等を開催
・4/23佐々木朗希選手の名刺デザインの製作
・4/24公認アスリートの応援ポスターの製作
・5/5デンソーテンレッドフェニックス主催バレーボール教室開
　催（参加：県内小・中・高校生９チーム85人）
・8/5佐々木朗希選手の応援のぼり旗の制作
・9/27ＪＲ盛岡硬式野球部主催の野球教室（参加：大規模林野火
　災被災地区の小・中学生32人）
・10/14～11/3大船渡アスリート応援団特別展及び佐々木朗希選
　手応援寄せ書き開催
・11/1～2ＭＬＢワールドシリーズパブリックビューイング開催
　（参加：延べ約150人）
・11/6～1/5ＭＬＢワールドシリーズ制覇を祝う佐々木朗希選手
　の懸垂幕の掲示
・12/11～22熊谷真澄選手応援寄せ書き開催
・1/11～二十歳のつどいにおける公認アスリート紹介展示

大船渡ポートサイドバレー
ボール大会の開催

大会会場の事前準備、当日の大会運営補助
・9/6～7開催（参加：29チーム260人）

スポーツ推進審議会 スポーツ推進計画の評価・検証、スポーツ振興の在り方等を協議

スポーツ教室の開催

大船渡新春ロードレース大
会の開催

大会会場の事前準備、当日の大会運営補助
・1/11開催（1,050人が出走）

スポーツ交流推進事業

市内小中学校（14校）のグラウンドや体育館を市民に開放

気仙地区、岩手県、東北地区及び全国のスポーツ推進委員研修会
参加

市民体育大会の開催

スポーツ合宿の誘致
大船渡・住田定住自立圏域スポーツ合宿支援補助金の活用を周知
し補助金を交付した。
・7/25～7/28
　専修大学北上高等学校男子卓球部　140,000円
・1/10～12
　鹿島アントラーズFCつくばアカデミーセンター　104,000円
・3/20～22
  青森県立八戸西高等学校男子バレーボール部　120,000円

主な取組事項 取　組　内　容

6



目標

R7 R5 R6

19.0% 13.2% 15.6%

8.0回 6.8回 6.3回

44.6% 44.6% 43.0%

総　　括

市民一人が一年間にスポーツ施設を利用する回数（生涯
学習課業務取得）

市内の小中学生のうちスポーツクラブ等に登録している
児童・生徒の割合（生涯学習課業務取得）

　令和７年度は、９月に大船渡ポートサイドバレーボール大会を、１月には大船渡新春ロードレース大会
を開催するなど、諸事業を実施し、生涯スポーツを推進することができた。デンソーテンレッドフェニッ
クスバレーボール教室などの公認アスリートによるスポーツ教室等の開催を通じて、児童生徒の競技力向
上とアスリートとの交流機会の創出を図り、スポーツへの関心の高まりにつながる成果を得た。
　また、陸前高田市の「佐々木朗希選手を応援する会」と連携し、ＭＬＢワールドシリーズのパブリック
ビューイングなどを実施し、市民参加型の応援活動を展開した結果、市民の関心や応援の機運が高まり、
シビックプライドの醸成に寄与した。
　さらに、応援のぼり旗の製作・配布により、市内全体でのアスリート応援の機運が波及し、交流人口の
増加や地域活性化につながった。
　スポーツ施設については、大船渡市スポーツ施設整備基本計画の中間年次に基づき、主要施設を中心に
利用形態の把握やニーズ調査を行うとともに、関係団体との意見交換を重ねながら検討を進める。厳しい
財政状況の下、整備に係る予算が限られていることから、指定管理者と連携し、整備費用の縮減に努める
ものである。
＜課題＞
・働き手世代や高齢者に対するスポーツ機会の提供、環境整備
・近隣自治体などとの広域連携を生かしたスポーツ合宿支援の更なる促進
・スポーツ施設の長寿命化、機能向上などの推進

施策３　生涯スポーツの振興

対　象 意　　　　図 成　果　指　標
実　績

市民
生涯にわたってスポーツに
親しむ

｢日頃から継続して何かスポーツを行っている｣と答えた
市民の割合（市民意識調査）
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担　当 実施時期

通年

４月～

随時

教育総務課
博物館

４月～

図書館 通年

通年

通年

通年

担　当 実施時期

１月

通年

通年

博物館

基本事業
　(２)伝統文化の継承

主な取組事項

吉浜のスネカへの支援 情報発信と行事での報道対応及び出発式見学・体験会等の補助

気仙地域出土資料調査（２月）、気仙地域ジオサイト調査等

博物館展示事業

・特別陳列「新収蔵品展～まちの歩みと人のいとなみ～」及び展
　示解説会（令和７年１～５月：3,089人）
・大船渡市立博物館発足70周年記念　企画展「発見！ふるさとの
　“むかし”」及び展示解説会（７～11月：1,879人）
・企画展「花ひらく椿の世界」及び展示解説会（令和８年１～５
　月）
・三陸ジオパークコーナー（通年）

地域文化財総合活用推進事
業

教育総務課

地域の特色を活かした埋蔵
文化財活用事業

釣針製作会（８月:釣針づくり19人、10月:釣り体験12人）、三史
跡等パンフレットの作成、講演会（２月：51人参加）、出張展示
（11月：80人来場）、文化財めぐり（８月：長谷堂貝塚群発掘調
査現場等見学 18人参加、１月：スネカ見学 11人参加）、埋蔵文
化財台帳整理等

資料の収集・提供 郷土資料等の収集・保存及び閲覧・貸出等

博物館収集保管事業
資料の収集・整理・保管（随時）、収蔵庫等の密閉燻蒸（９～10
月）、資料整理計画の策定、資料のインターネットでの公開等

博物館調査研究事業

ア　伝統文化を契機とする交流促進
　・多彩な伝統文化の発表の場を確保と交流機会の拡充
　・大船渡市郷土芸能協会など民俗芸能活動団体への支援
　・市外の民俗芸能との交流イベントによる伝統文化の魅力発信と文化交流の促進
イ　後継者の育成と記録保存
　・文化財思想の普及啓発、民俗芸能団体等への情報提供と相談体制等の拡充
　・地域や団体との連携・協力による民俗芸能に係る後継者や指導者の確保と育成
　・資料調査、映像化による記録保存

取　組　内　容

埋蔵文化財発掘調査
個人住宅建設に係る発掘調査
室内整理作業

開発行為に係る埋蔵文化財
の保護指導

事業者、事業担当部署からの開発行為に係る埋蔵文化財包蔵地の
該当の有無照会への対応
工事立会及び本調査の必要性を判断する試掘調査の実施

施策４　地域の歴史・文化資源の継承

基本事業
　(１)文化財の保存と活用

ア　指定文化財等の保存と活用
　・文化財保存活用地域計画の策定推進
　・重要文化財や史跡等の適切な管理、個人所有文化財の保存・管理の指導、助言
　・地域社会全体での保護と継承に向けた体験活動や講演会の実施
　・重要な文化遺産、伝統文化の調査と文化財指定
イ　埋蔵文化財の保護
　・適切な発掘調査・試掘調査の実施、調査成果の報告書の作成、公開
　・出土品の適切な管理・保存、展示等による活用
ウ　博物館等における公開
　・地域の歴史や文化遺産、伝統文化に係る特別展や企画展を開催
　・収蔵資料の展示やインターネットでの発信により、交流人口の拡大を図る

三陸国際芸術推進事業

大船渡市郷土芸能活性化事業実行委員会による国庫補助事業申請
に係る指導、民俗芸能継承フェスティバルの補助

文化財保護管理事業
文化財パトロール、説明看板等更新、史跡刈払い、文化財保護措
置補助（大船渡の三面椿）

三陸国際芸術推進委員会が実施する各種事業への支援と情報発信

教育総務課

主な取組事項 取　組　内　容

8



目標

R7 R5 R6

市民 80.0% 78.1% 75.2%

総　　括

　指定文化財等の保存については、末崎町中森の熊野神社が所有する大船渡の三面椿の保護措置に係る補
助をはじめ、現状把握と指導・支援に取組、適切な管理を推進した。
　埋蔵文化財の保護については、市内の埋蔵文化財包蔵地における開発行為に伴い、発掘調査等を実施
し、記録保存に努めた。また、活用事業においては、大船渡市周辺に残る貝塚などの縄文文化や日本列島
への人々の渡来・定着等について解説する講演会を開催するとともに、市内の３つの国指定史跡をわかり
やすく紹介する三史跡パンフレットの作成、出張展示、文化財めぐり等を実施し、縄文遺跡の魅力発信を
行うとともに、史跡への理解の促進と関心の向上を図った。
　博物館においては、企画展等を開催し、地域の特色豊かな歴史、自然、文化に対する興味関心を喚起し
た。
　伝統文化の継承については、大船渡市郷土芸能活性化事業実行委員会が実施した「大船渡市民俗芸能継
承フェスティバルpart３」の補助金申請等事務やイベント実施に係る支援を行い、民俗芸能の魅力発信と
後継者養成の場を創出することができた。
　ユネスコ無形文化遺産「吉浜のスネカ」について、文化財めぐりとして出発式をはじめとする当日の行
事の見学等を行ったほか、行事での報道対応及び出発式見学・体験会等への支援を行った。

＜課題＞
　・史跡、名勝、天然記念物など指定文化財の適正な保護管理とその活用
　・埋蔵文化財発掘調査及び整理作業の着実な推進と調査成果の活用
　・民俗芸能の活動促進と後継者育成への支援
　・文化財を活用した市の魅力発信
　・文化財保存活用地域計画の策定

郷土の伝統や文化を知り、
郷土に誇りと愛着を持つ

｢郷土の伝統文化や文化財を大切にしたい｣と答えた市民
の割合（市民意識調査）

施策４　地域の歴史・文化資源の継承

対　象 意　　　　図 成　果　指　標
実　績
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担　当 実施時期

９～１月

８月

目標

R7 R5 R6

50.0% 42.7% 38.7%

80.0% 67.5% 65.3%

30.0% 32.7% 33.7%

総　　括

基本事業
　⑤青少年健全育成の推進

・関係機関・団体等と情報共有や連携を図りながら各種事業を展開し、地域全体で青少年
の非行防止と健全育成を推進

大船渡市総合計画前期基本計画

施策の大綱（政策）２　安心が確保されたまちづくりの推進

　施策６　ともに支えあう地域づくりの推進

大船渡市二十歳のつどい

生涯学習課

・式典の内容や、運営方法等について検討する「二十歳のつどい
　実行委員会」を設置し、会議を開催（第１回：令和７年９月４
　日、第２回：令和７年10月27日、第３回：令和７年12月23日）
・次世代を担う二十歳を迎える青年を祝い、励ますとともに、新
　たな自覚を持って飛躍することを期待して、二十歳のつどいを
　開催（令和８年１月11日、対象者：294人、参加者：214人）

わたしの主張気仙地区大会

・協力校の推薦、会場の確保
・当日の弁士及び聴講生徒の送迎、当日の会場準備、大会運営補
　助（弁士：６校６人（大船渡市内３校３人）、聴講生徒及び教
　諭：１校45人（東朋中学校第３学年））

主な取組事項 取　組　内　容

　「二十歳のつどい」については、リアスホールを会場に開催した。９名の実行委員を委嘱し、式典や記
念行事の内容の検討、当日の運営の協力を得た。
　市ＨＰ上に、恩師からのお祝いメッセージや国会議員等からの祝電、各種啓発パンフレット等を掲載
し、参集できなかった対象者を含め、大人としての責任と地域社会の一員として貢献する意識の醸成を
図った。
　「わたしの主張」については、カメリアホールを会場とし、東朋中学校の生徒を聴講生徒として開催し
た。自分の気持ちを表現する弁論の場が提供されたことにより、中学生が地域社会との関わりについて考
える契機となった。

＜課題＞
・少子化を迎える中での実行委員の選出
・二十歳を迎える若者等に対する市の魅力や故郷に対する意識付け
・非行防止・防犯対策から学校教育・社会教育・まちづくり活動等をより効果的に推進していくため、関
　係組織・団体等との更なる連携

大船渡市総合計画前期基本計画

施策の大綱（政策）２　安心が確保されたまちづくりの推進

　施策６　ともに支えあう地域づくりの推進

対　象 意　　　　図 成　果　指　標
実　績

市民
地域で互いに支え合う。
住民の主体的な活動がなさ
れる。

「何事も助け合える地域である｣と答えた市民の割合
（市民意識調査）

「住民主体の地区・地域活動、まちづくり活動が活発に
行われている｣と答えた市民の割合（市民意識調査）

「支援が必要な人に対して、手助けしたいと思ってい
る｣と答えた市民の割合（市民意識調査）
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議案第１号 令和８年度社会教育関係団体への補助金交付について 

 

 令和８年度に社会教育関係団体に交付しようとする補助金について、社会教育法第

13条の規定により、社会教育委員会議の意見を求めます。 

 

  令和８年３月 25日 

 

大船渡市教育委員会 

        教育長 小 松 伸 也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （審議会等への諮問） 

第13条 国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合に

は、あらかじめ、国にあっては文部科学大臣が審議会等（国家行政組織法（昭和23年法

律第120号）第8条に規定する機関をいう。第51条第３項において同じ。）で政令で定める

ものの、地方公共団体にあっては教育委員会が社会教育委員の会議（社会教育委員が置

かれていない場合には、条例で定めるところにより社会教育に係る補助金の交付に関す

る事項を調査審議する審議会その他の合議制の機関）の意見を聴いて行わなければなら

ない。 

社会教育法 抜 粋 
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令和８年度社会教育関係団体への補助金交付一覧表 

 

補 助 金 の 名 称 交付先団体名等 補助金額 

① 地域社会教育振興事業費補助金 各地区公民館 
13,000,000円 

（13,000,000円） 

② 地域公民館整備事業費補助金 各地域公民館 
3,000,000円 

（3,000,000円） 

③ 社会教育団体等育成補助金 

大船渡市地域婦人団体連絡協議会 
50,000円 

（50,000円） 

大船渡市ＰＴＡ連合会 
25,000円 

（25,000円） 

④ 大船渡市芸術文化協会運営事業補助金 

（大船渡市芸術文化協会育成費補助金） 
大船渡市芸術文化協会 

1,500,000円 

（1,500,000円） 

⑤ 大船渡市郷土芸能協会育成費補助金 大船渡市郷土芸能協会 
657,000円 

（657,000円） 

※ 補助金額の（）内は、令和７年度補助金交付額 



担　当 実施時期 取　組　内　容

生涯学習課 通年
スクールガード、地域コーディネーター及び地域ボランティアの
配置による学校支援
学校運営協議会活動への支援による教育振興運動の推進

担　当 実施時期 取　組　内　容

４～６月 市内11地区公民館に対して運営費補助金を交付

通年 地域公民館の新築、修繕等に対して補助金を交付

通年 カメリアホール・三陸公民館の維持管理業務を指定管理者に委託

通年

カメリアホール・三陸公民館・地区公民館の施設修繕等
・カメリアホール多目的ホール換気扇修繕
・末崎地区公民館（ふるさとセンター）体育館扉戸車交換
・各地区公民館消防設備修繕

生涯学習課
図書館

随時 施設の修繕等

通年 図書館資料の受入・蔵書点検

通年 レファレンスサービス、複写サービス等

博物館 通年
施設・設備の修繕、各種維持管理業務の委託、
常設展示（コンコース）改修

議案第２号　令和８年度生涯学習事業計画について（案）

施策１　学校教育の充実

基本事業
 (１)学習環境の充実

ア　生涯学習活動の推進
　・社会教育施設や市民文化会館、学校等を活用した生涯学習活動を推進
　・各施設の更なる利用促進
イ　社会教育施設・設備の整備
　・市民の多様なニーズに対応した社会教育施設・設備の充実
　・老朽化した社会教育施設の適切な維持管理
　・生涯学習活動の核となる市立公民館の学習環境の一層の充実
　・地域公民館の新築・改修等に係る支援の実施
　・指定管理者と連携し、市民サービスの向上と効率的・効果的な施設運営を図るとと
　　もに、市民の読書傾向等を踏まえ、多分野にわたる蔵書形成（図書館）
　・市民への資料の提供や紹介等、レファレンスサービスを充実（図書館）
　・国指定文化財や各種資料等の収集・適正な保存を図り、企画展示等による利用促進
　　（博物館）

施策２　生涯学習の推進

基本事業
　(５)地域に開かれた魅力あ
る学校づくりの推進

イ　地域学校協働活動等の推進
　・地域学校協働本部を設置し、地域住民の経験等を地域社会に生かし、学校と地域を結び
　　つける人材を育成
　・地域学校協働本部は地域密着型の活動拠点として、学校支援や学習支援など教育活動に
　　参画し、学校を核とした地域づくりを推進
　・地域の協力により多様な体験・活動を充実し、児童生徒が安全に過ごせるように支援

主な取組事項

地域学校協働本部事業

主な取組事項

地域公民館整備事業費補助
事業

地域社会教育振興事業費補
助事業

各種図書館サービスの実施

中央公民館

施設の維持管理業務の民間
委託

施設・設備の整備

施設・設備の維持管理

生涯学習課

施設・設備の維持管理

図書館資料の収集、整理保
存 図書館
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担　当 実施時期 取　組　内　容

各課・館 通年 いきいきカレンダー、市HP・広報紙・ＬＩＮＥ・Ｘによる提供

５～12月 高齢者の生きがいや教養の向上に資するため学習会を開催

７～12月
大学等と連携し、市民の学習ニーズや地域課題に対応した講座を開
催

５～２月
子どもの成長期における家庭や地域が果たす教育的役割や、課題等
に関する学習機会を提供（こども園等で開催）

６・11月
親子が楽しみながら基礎的な英語を学び、異文化交流を図る機会を
提供

７・12月
子どもたちの自主的な活動の促進と健全育成のため様々な体験学習
の機会を提供

５～１月
ＩＴ活用力の強化及びＤＸの推進を図るため、初級者向けスマホ講
座を開催

６～12月
中学校生徒を対象にふるさとに対する愛着心を培い、将来、大船渡
に定住してもらえるようにするため、ふるさとの良さや大船渡の自
然等に関する講座を開催

通年
未就学児・児童等を対象とした絵本の読み聞かせ等のおはなし会の
開催（月２回）

通年
７カ月児健康相談の際、絵本をプレゼントするなど、乳児期からの
本と触れ合う機会の提供

12月
子どもと保護者を対象とした読書ボランティアと人形劇グループに
よる公演

通年
読書週間等との連動や、市各部署・各団体等と連携するなど、時宜
に応じて多分野にわたる企画図書展等の開催

随時 市民ニーズを踏まえた講座等の開催

年３回
「読書週間」「こどもの読書週間」「岩手の読書週間」の開催に
併せ、連携事業を実施

通年 図書の閲覧、貸出

通年 小中学校及び遠隔地住民等への図書館サービスの提供

通年 指定管理者による読書推進等自主事業の実施

図書館 随時 中学生・高校生等の職場体験の受入、小学生生活科等の見学の受入

博物館 随時
中学生・高校生の職場体験、大学生の博物館実習、学校等の団体
利用の受入

博物館 通年
水辺の生物観察会（８月）､教員のための博物館の日（７月）、博物
館講座（６月・令和８年１月）、釣針製作会（８月：釣針づくり、
10月：釣り体験）、博物館スクール（随時）

市民ＩＴ講座

家庭教育学級

生涯学習情報の提供

基本事業
 (２)学習機会の拡充

ア　魅力ある学習プログラムの提供
　・社会の変化に伴う課題や市民の多様なニーズを把握し、魅力ある学習プログラムを提供
　・生涯学習関連情報を収集・周知
イ　世代に応じた講座等の実施
　・子育て世代を対象に、家庭教育や子育てに関する講座を開催
　・若者の郷土愛や地域の絆を醸成し、青少年の体験活動などの機会を提供
　・高齢者学級等の充実
ウ　施設の特色を生かした学びの提供
　＜中央公民館＞
　・連携協定を締結している大学及び地域の各種団体との連携、市民の学習ニーズや地域課
　　題に対応した各種講座の開催
　・学びを支える人材の育成と指導者の充実
　＜図書館＞
　・各世代を対象とした多分野の企画展の企画運営
　・低年齢層を対象とした読み聞かせ会の開催
　・移動図書館車で市内を巡回
　＜博物館＞
　・各分野の企画展や体験ワークショップの開催、市ホームページで収蔵品を公開

主な取組事項

「読書週間」等連携事業

博物館教育普及事業

おはなしパレード

ブックスタート事業

おたのしみ親子劇場

講座等読書推進関連事業

職場体験・見学等の受入

生きがいセミナー

中央公民館

図書館資料の供用

図書館資料の展示

読書推進事業

図書館

ふるさと教育講座

青少年体験学習事業

移動図書館車の巡回

市民講座

家庭教育学級・英語スクー
ル
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担　当 実施時期 取　組　内　容

４～６月 各種社会教育団体等への補助金（負担金）交付

９～12月 各種部門の舞台発表、展示等を開催

７月
市内及び住田町小学５・６年生を対象に「劇団四季ミュージカル」
を開催

４～３月 クラシックコンサート等、舞台公演を中心に実施

担　当 実施時期 取　組　内　容

通年 市民体育館２階トイレ改修工事、雨漏り修繕

通年 市内スポーツ13施設：(一財)大船渡市スポーツ協会

通年 市内小中学校（14校）のグラウンドや体育館を市民に開放

担　当 実施時期 取　組　内　容

７～11月
気仙地区、岩手県、東北地区及び全国のスポーツ推進委員研修会参
加

６月～
柔道、グラウンド・ゴルフ、テニス、卓球、ゲートボールなど
10種目程度の競技を開催

５月～
陸上競技やグラウンド・ゴルフ、テニス、柔道のほか、スポーツ
体験会など10教室程度を開催

１月 大会会場の事前準備、当日の大会運営補助

通年 スポーツ合宿の誘致

通年
当応援団公認アスリートに対するＳＮＳを活用した応援のほか、
バレーボール教室、パブリックビューイング等を開催

１月 大会会場の事前準備、当日の大会運営補助

年数回
スポーツ推進計画の評価・検証及び今後のスポーツ振興の在り方
などについて協議

市民芸術祭

基本事業
 (３)学習活動の促進

主な取組事項

社会教育関係団体活動支援
事業

施策３　生涯スポーツの振興

基本事業
　(１)スポーツ環境の整備・充
実

・市民に安全かつ気軽にスポーツ・レクリエーションに親しんでもらう環境づくりを推進す
　る。
・スポーツ施設の適切かつ効率的な運営と利便性の向上を図る。

スポーツ交流推進事業

大船渡アスリート応援団

生涯学習課

・一般財団法人大船渡市スポーツ協会やスポーツ推進委員、学校体育関係団体などと連携
　して、スポーツ・レクリエーションの推進体制の整備、充実を図るとともに、指導者の
　養成、確保に努める。
・ニュースポーツを取り入れた交流会や講演会、教室などを開催するとともに、各種スポー
　ツ大会の開催支援やイベントの誘致などを推進する。
・各種スポーツ大会などの開催に当たっては、交流人口の拡大にも配慮して取り組む。

生涯学習課

市民体育大会の開催

スポーツ教室の開催

ア　学習活動の支援
　・生涯学習活動指導者の育成、確保
　・学習成果を生かし自主的な活動ができるよう支援し、学習成果の発表機会を創出
　・地区公民館長や地域公民館長を対象とした研修を実施
　・生涯学習情報紙の発行やインターネットの活用等により、生涯学習情報を発信
　・市民活動団体、高等教育機関や企業等との連携促進
イ　文化芸術活動の促進
　・指定管理者と連携し、市民サービスの向上と効率的・効果的な施設運営を図る。
　・文化芸術活動の活性化や人材育成を支援し、情報収集・発信を実施
　・新たな参加団体を掘り起こしながら市民芸術祭を実施
　・小・中学校に芸術家などを派遣するなど文化芸術に親しむ機会の充実
　・地区公民館における文化祭の開催を支援
　・各種文化芸術行事の企画・実施に、市民や市民活動団体の参画を促進

主な取組事項

大船渡新春ロードレース大
会の開催

新春ロードレース大会の開
催

スポーツ推進審議会

舞台芸術鑑賞会

市民文化会館芸術文化振興
事業

主な取組事項

施設整備事業

スポーツ施設等管理運営業
務委託

学校体育施設開放事業

基本事業
　(２)スポーツ・レクリエーショ
ン活動の推進

各種研修会参加事業

生涯学習課
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担　当 実施時期 取　組　内　容

通年
文化財パトロール、説明看板等更新、史跡刈払い、指定無形民俗文
化財記録作成（盛町五年祭）

４月～
個人住宅建設に係る発掘調査
室内整理作業

随時
事業者、事業担当部署からの開発行為に係る埋蔵文化財包蔵地の
該当の有無照会への対応
工事立会及び本調査の必要性を判断する試掘調査の実施

教育総務課
博物館

４月～
釣針製作会、講演会、出張展示、文化財めぐり、埋蔵文化財台帳整
理

図書館 通年 郷土資料等の収集・保存及び閲覧・貸出等

通年
資料の収集・整理・保管（随時）、収蔵庫等の密閉燻蒸（９～10
月）、資料整理計画の策定、資料のインターネットでの公開等

通年 気仙地域出土資料調査、気仙地域ジオサイト調査等

通年
企画展「花ひらく椿の世界」（令和８年１～５月）、黄金展（７～
11月）、考古展（12～３月）、三陸ジオパークコーナー（通年）

担　当 実施時期 取　組　内　容

１月 情報発信と行事への対応

通年
大船渡市郷土芸能活性化事業実行委員会による国庫補助事業申請
に係る指導、民俗芸能継承フェスティバルの補助

通年 三陸国際芸術推進委員会が実施する各種事業への支援と情報発信

担　当 実施時期 取　組　内　容

７～１月

・式典の内容や、運営方法等について検討する「二十歳のつどい実
　行委員会」を設置し、会議を開催
・次世代を担う二十歳を迎える青年を祝い、励ますとともに、新た
　な自覚を持って飛躍することを期待して、二十歳のつどいを開催

８月 ・気仙管内各中学校からの推薦者による発表

ア　指定文化財等の保存と活用
　・文化財保存活用地域計画の策定推進
　・重要文化財や史跡等の適切な管理、個人所有文化財の保存・管理の指導、助言
　・地域社会全体での保護と継承に向けた体験活動や講演会の実施
　・重要な文化遺産、伝統文化の調査と文化財指定
イ　埋蔵文化財の保護
　・適切な発掘調査・試掘調査の実施、調査成果の報告書の作成、公開
　・出土品の適切な管理・保存、展示等による活用
ウ　博物館等における公開
　・地域の歴史や文化遺産、伝統文化に係る特別展や企画展を開催
　・収蔵資料の展示やインターネットでの発信により、交流人口の拡大を図る

文化財保護管理事業

基本事業
　⑤青少年健全育成の推進

・関係機関・団体等と情報共有や連携を図りながら各種事業を展開し、地域全体で青少年の
　非行防止と健全育成を推進

主な取組事項

生涯学習課
大船渡市二十歳のつどい

わたしの主張気仙地区大会

大船渡市総合計画前期基本計画

施策の大綱（政策）２　安心が確保されたまちづくりの推進

　施策６　ともに支えあう地域づくりの推進

基本事業
　(１)文化財の保存と活用

主な取組事項

教育総務課

開発行為に係る埋蔵文化財
の保護指導

主な取組事項

吉浜のスネカへの支援

教育総務課

三陸国際芸術推進事業

地域の特色を活かした埋蔵
文化財活用事業

資料の収集・提供

博物館収集保管事業

博物館博物館調査研究事業

博物館展示事業

地域文化財総合活用推進事
業

ア　伝統文化を契機とする交流促進
　・多彩な伝統文化の発表の場を確保と交流機会の拡充
　・大船渡市郷土芸能協会など民俗芸能活動団体への支援
　・市外の民俗芸能との交流イベントによる伝統文化の魅力発信と文化交流の促進
イ　後継者の育成と記録保存
　・地域や団体との連携・協力による民俗芸能に係る後継者や指導者の確保と育成
　・資料調査、映像化による記録保存

基本事業
　(２)伝統文化の継承

埋蔵文化財発掘調査

施策４　地域の歴史・文化資源の継承
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